
 

 
 

 
 
 

 

 

 

 ３月は、子どもたちにとって、どのような時期でしょうか。 

「できることや分かることをもっと増や

したい！」「担任の先生は、誰になるのか

な？」など、「ワクワク」した気持ちでい

る子どもが多いことと思います。 

それと同時に、「勉強が分からないままになっ

ていて心配だな」「新しい環境にうまくなじめ

るかな」など、「モヤモヤ」した気持ちの子ども

もいることと思います。 

 

 このような子どもたちに対して、「『ワクワク』を増やし、『モヤモヤ』を減らす」

ための働きかけをしていきましょう。例えば、どのような働きかけができるでしょうか。

ここでは、ポイントを３点紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わかる喜び できる楽しさ 学び続けるやまぐちっ子 ～ 高めよう授業力 育てよう学習力～ 
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もうすぐ進級・進学！ 
子どもたちの「ワクワク」を増やし、「モヤモヤ」を減らそう！ 

 

「ワクワク」 

「モヤモヤ」 

 

 

 ４月１８日（木）に実施予定の全国学力・学習状況調査は、子どもの学力や学習状況

を把握することで、学習指導の充実や学習状況の改善に役立てたり、教育に関する継

続的な検証改善サイクルを確立したりすることを目的としています。 

 では、子どもたちに、自分たちにとっての意味を尋ねられたら、どのように話をさ

れますか？ 

 

 

 

 

 

 

  

 

例えば、このように話すことで、子どもは、「自分の学習状況が分かるのはいい機会

だな」と「ワクワク」した気持ちになったり、「まだできないことを、できるようにし

ておきたいな」と「モヤモヤ」を減らそうとしたりすることが考えられます。 

１ 各種調査の目的等を子どもに伝えましょう 
～「『できること』と『できないこと』を受け止めよう」～ 

「全国学力・学習状況調査ってどのような意味があるのですか？」

 子ども 

「これまで学習したことの何が身に付いていて、何が身

に付いていないかが分かる調査ですよ。」 

「それが分かることで、これから、自分が何をどのよう

に学んでいけばよいかを考えることができますよ。」 

「十分に身に付いていないことがあれば、先生たちが一

緒に解決していきますからね。」 
先生 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 「『ワクワク』を増やし、『モヤモヤ』を減らす」ために、県内の多くの学校でや

まぐちっ子学習プリントＤＡＳＨを活用した学び直しをされていることと思います。

防府市立大道小学校もそのような学校の一つです。 

ある日の学び直しの時間。校長先生に算数を教えてもらった子どもが、教わったこ

とを自分一人でもできるようになり、にっこりすると、校長先生が「もっと笑っても

いいんよ」とがんばったことを褒め、励ます様子が見られました。このような充実し

た学び直しが実施されているのは、学力向上担当の岡田有理教諭が中心となって全校

体制での「しかけ」や「しくみ」を作っておられるからです。 

 

 

２ 子どもが「参加したい！」と思える学び直しの場をつくりましょう 
～防府市立大道小学校の取組を紹介します～ 

子どもの意欲を引き出すために！ 

・４･５年生で、今年度の全国学力・学習状況調査の問題に取り組ませる。できな 

かった問題について、「学び直しを通してできるようになろうね」と伝え励ます。 

・毎回、学び直しの時間のはじめに、その日の学習のポイントを説明する。 

全ての子どもにきめ細かな支援をするために！ 

・４･５年生で、週にそれぞれ１回ずつ、６校時をやま 

ぐちっ子学習プリントやＤＡＳＨを活用した学び直し 

の時間として設定する。 

・子どもの習熟度の実態に応じてグループを組み、各グ 

ループに管理職や専科、学級の子どもが下校している 

教員等が、プリントの丸付けや解説の支援に入る。 
この日は、全部で８人の先生が支援に

入られました。 

 

 春休みの家庭学習について、「『ワクワク』を増やし、『モヤモヤ』を減らす」た

めに、どのような取組をされていますか。例えば、次のような工夫が考えられます。 

 

３ 「自分で家庭学習の計画を立てる」ための支援をしましょう 

①家庭学習に関するカウンセリング 

子どもたちが「がんばってやっ

てみよう」という思いをもったり、

「何をどのように」したらよいか

という見通しをもったりできるよ

うなカウンセリングをおすすめし

ます。 

 義務教育課では、カウンセリン

グの際に活用できるように、別紙

【山口県の児童生徒のみなさんへ

やまぐちっ子学力向上だより】を

作成しました。各学校の実態に応

じて、有効に御活用ください。 

②保護者とともに支援 

萩市立椿東小学校では、保護者懇談会で、教

頭先生が、ＣＢＴシステムを活用した家庭学

習について、次のような話をされました。 

「わが子の苦手なところはどこなの？」 

 

 

 

「苦手なところをどうすればいいの？」 

 

 

 

 

ＣＢＴシステムにアクセスする

と、お子様の苦手な問題を把握で

きます。 

 

ＣＢＴシステムから、同じ問題に

リトライできます。また、課題に

応じた「やまぐちっ子学習プリン

ト」にアクセスできます。ＤＡＳ

Ｈを使うのもよいですね。 


